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Study on History Teaching Materials for “Authentic Practice”:
Case Study of a Teaching Unit in Junior High School Social Studies, History, 
“Let’s Compose an Ode in Reply to Fujiwara no Michinaga”
Hideyuki Miyamoto
This joint research aims at understanding learning by a researcher as an “authentic practice” in order 
to covert and utilize the researcher’s learning in his or her research into learning by children at each school. In 
this paper, the author clarifies how a historian extracts learning by a researcher that constitutes an “authentic 
practice” by interpreting academic papers and books of other historians and how the learning can be applied 
to research of teaching materials and development research thereof by history teachers.
To achieve the goal, Sakanobori Nihonshi 9: Heian: Fujiwara-shi wa naze kenryoku wo 
mochitsuzuketanoka (Retrospective history 9: Heian: Why the Fujiwara clan was able to sustain its power)
written by Oboroya (2012) was interpreted in terms of sentence, structure and rhetoric; and learning by a 
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researcher that constituted an “authentic practice” was extracted. The author, who is a history teacher, discussed 
how the learning by the researcher could be used and explained how a teaching unit in junior high school 
Social Studies, History, “Let’s compose an ode in reply to Fujiwara no Michinaga” was developed and utilized.
As a result, it was clarified that research of history teaching materials by a history teacher toward 
“authentic practice” can convert the learning by a historian into learning by students but the learning by a 
historian needs to be reflectively converted into learning by students when the history teacher attempts to 
cultivate citizenship.








































































第 2 章 藤原道長の栄華
















第 4 章 摂関政治の誕生
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表１ 本書の文章的読解
章 小項目の内容 小項目の Q 各章 の Q 本書の
MQ











藤原史を知れば日本史が見える 藤原氏はなぜ権力を持ち続けたのか 藤 原 忠 実 は
摂 関 家 と し
て の 危 機 を
ど の よ う に









藤 原 道 長
の 栄 華
―1018 年




長 が 朝 廷 や
貴 族 社 会 の
リ ー ダ ー へ
と 上 り 詰 め
















な ぜ 藤 原 時
平 が 権 力 を







摂 関 政 治
の 誕 生
―866 年
(貞観 8 年 )
不穏な世情のなかで台頭した北家 なぜ，北家が台頭できたのか 藤 原 良 房 は
な ぜ 摂 政 に






















このことから、第 4 章の Q として「藤原良房
はなぜ摂政になることができたのか」を読み
取ることができる。


































第 1 章で有職故実，第 2 章で外戚の拡大，第
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表２ 中学校社会科歴史単元「藤原道長に返歌を送ろう」の単元構成
過程 学習内容
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天皇のおじいさんになれることを喜んだ道長
を強調したのだろう」を組織した。中心発問
による著者の学びを基に，著者の道長のイメ
ージを考えさせるようにした。著者の学びを
相対化，生徒自身の学びへと発展させるよう
にした。
まとめると，教材研究から単元を開発する
場合，第 1 に，文章的，構造的，レトリック
的に著者の学びを「真正の実践」として読み
解き，著者の学びそのものを生徒の学びへ転
換する方法と歴史教師の教育目標に基づいて
著者の学びを反省し，生徒の学びへ転換する
方法がある。第 2 に，著者の学びを反省的に
生徒の学びに転換するためには，歴史教師自
身が発問を組織する。第 3 に，その発問は著
者の学びを生徒に学ばせる中心発問，著者の
学びに興味を持たせる導入発問，著者の学び
を発展させ，生徒自身が学ぶ発展発問に区別
できる，ということである。
５．研究の小括
 本研究では，歴史教師は教材研究として歴
史学者の著書や論文を文章的，構造的，レト
リック的に読解し，研究者の学びを「真正な
実践」として示せることを明らかにした。文
章的読解は各章の内容とその内容に対応した
歴史学者の問を歴史学者の学びとして読み解
く。構造的読解は各章の基本内容から章立て
を構造化し歴史学者の歴史概念を抽出する。
歴史学者による歴史概念の構築を学びとして
捉える。レトリック的読解は歴史学者が基づ
く学問的な立場や著作の学問的意義を読み解
き，歴史学者による歴史の学び方を学びとし
て把握する。
 そして，歴史教師は教材研究として行った
読解を単元の開発のために次のように活用す
ることを明らかにした。
一つは，教育目標に従って歴史教師は歴史
学者の三つの学びそのものを生徒の学びへ転
換したり，反省的に生徒の学びへ転換したり
する。
二つは，歴史教師は歴史学者の学びを反省
的に生徒の学びへ転換する場合，単元を複数
の歴史学者の学びで構成する。
三つは，歴史教師は歴史学者の学びを反省
的に生徒の学びへ転換するために，単元開発
において歴史学者の学びを活用して教師が発
問を組織する。
四つは，歴史教師の発問は歴史学者の学び
を生徒に学ばせる中心発問だけではなく，歴
史学者の学びに興味を持たせる導入発問や歴
史学者の学びを踏まえ，生徒自身の学びへ発
展する発問を組織する。
 この結果，歴史教師が行う「真正の実践」
のための歴史教材研究は，歴史学者の学びそ
のものを生徒の学びに転換する。しかし，歴
史教師が市民的資質を育成しようとする場合，
歴史学者の学びを反省的に生徒自身の学びへ
と転換する必要があることを明らかにした。
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